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② 研究項目 
・臨床画像診断技術の構築と評価 
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§２．研究実施の概要  
 
 本プロジェクトでは、臨床医学の現場に携わる医師・研究者と数学・数理

科学に携わる研究者の協力による、臨床医療診断の高度化を目指してい

ます。この目的を実現するためには、臨床医と数理科学者が密接な連携

を組み、双方向のフィードバックを積み重ねることが重要です。具体的なテ

ーマは多岐に及んでいますが、たとえば平成 25 年度には、大動脈瘤の発

生に関与していると思われる形態上の特徴について研究を行いました。血

管の形状は個人差が大きいため、それによって血流の様相に違いが生じ、

血管壁が受ける力も変わってきます。その違いにより、様々な病態の発生

にも違いが出るのではないかとの仮定の元に、形状の特徴と血管壁にか

かる力の関係を調べています。実際に体内の血流を調べるのは容易では

ないため、コンピュータによる数値シミュレーションを中心として研究を進め

ています。右の図は、ある症例の医療画像を用いて胸部大動脈の形状を

再構成し、血管壁に関わる力の分布を求めた例です。コンピュータによる

シミュレーションというのは、数学的に定義された偏微分方程式を、数値を

当てはめながら解いていくことですから、そこでは様々な数学的技術が用いられます。それができ

るだけ正確であることを保証するのもまた数学の重要な役割になります。我々の研究を進める過程

で現れてくる様々な必要性から、新しい数学的な技術も生まれてきています。 
 また、蓄積された臨床データから、統計学的な手法

を用いて重要な情報を抽出する研究も行っています。

25 年度には、ある種の腫瘍の診断における熟練医の

画像診断論理を模倣するアルゴリズムの構築を行いま

した。右の図は、その判断の過程を樹形図によって表

したものです。このような研究の進展により、熟練医の

持つ画像診断論理の一端を明らかにし、その高度な

技術を一般化して医学教育に役立てたり、コンピュー

タによって診断のプロセスをサポートしたりする事も視

野に入れています。 
 このような臨床医と数理科学者の協働による高度医療診断の実現という目的は、一つ一つのプロ

セスを数学と医学の両方の言葉で語っていくという地道な作業の積み重ねによって実体化していく

ものと、我々は考えています。
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